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1. 研究の目的と報告範囲 
1.1 背景・目的 
 2017年2月に「ユニバーサルデザイン2020行動計画[1]」

が閣議決定されたのを契機に、共生社会の実現に向けよ

り高次元のユニバーサルデザインを実現することが求め

られている。近年、感覚過敏や発達障害に対する認知度

が高まり、空港や博物館等の公共施設ではそのような特

性を持つ利用者に向けたセンサリーマップやカームダウ

ン・クールダウンスペース（以下：カームダウンスペー

ス）の導入事例が増加している。一方鉄道駅では、安全

確保のための情報更新や管理等に課題があり、導入検討

が進んでいない現状がある。 
そこで本研究では発達障害を持つ鉄道利用者にアンケ

ートとインタビューを実施し、駅におけるセンサリーマ

ップとカームダウンスペースの在り方について検討した。 
1.2 本報告の範囲 
 本報では、発達障害を持つ鉄道利用者へのアンケート、

および半構造化インタビューの結果に基づき、発達障害

者の鉄道利用実態について報告する。続報その 2[2]では、

調査結果に基づく鉄道駅におけるセンサリーマップとカ

ームダウンスペースの要件について報告する。 

2. 発達障害者の鉄道利用実態調査 
2.1 アンケート概要 

2024 年 7 月 29 日から 8 月 2 日、

8 月 15 日から 9 月 4 日の期間に、

発達障害者の鉄道利用時の困りご

とを把握することを目的としてweb 
アンケートを実施した。対象者は

右記条件（fig.1）に当てはまる方と

し、計 54 人の回答を得た。なお、回答者のうち精神障害

者保健福祉手帳またはカードを持つ方は 83.3%、普段鉄道

を 1 人で利用すると答えた方は 85.2%であった。 
2.2 アンケート結果 
(1) 発達障害者が苦手と感じていること 

苦手なこと全般についての質問では、「予測不能な状況

に対応すること」「気持ちを切り替えること」が 68.5%と、

“慣れない状況に対する対応”が苦手という回答が最も

多く見られた。次いで「大きな音や強い光」「思っている

ことを相手に伝えること」が共に 59.3%と感覚過敏やコミ

ュニケ―ションに関する回答が多く見られた。（fig.2） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

(2) 発達障害者の鉄道利用時の困りごと 
 鉄道利用時の困りごとに関する質問では、情報処理の

プロセスにおける回答が多かった一方で、普段と異なる

状況により感覚過敏症状や体調不良、パニックに陥って

しまうという回答も多く見られた。（fig.3） 
またそのような場合の対応としては「我慢してその場

をしのぐ」が 57.4%と最も多く、「構内やホームの静かな

場所で気持ちが落ち着くまで待つ」が 37.0%、「トイレで

気持ちが落ち着くまで待つ」が 27.8%となり、ほとんどの

利用者が駅で何かしらの対処を経験していた。（fig.4） 
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fig.1 対象者条件 

fig.2 発達障害者が苦手と感じていること 

Q. あなたが苦手に感じていること（複数回答） 
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fig.3 発達障害者が鉄道利用で困った経験 

Q.列車の遅延・ダイヤ乱れ等に遭遇した際に困ったこと（複数回答） 

fig.4 駅におけるストレスやパニックに対する対応方法 

Q.鉄道利用時にストレスがたまったりパニックになった場合の対応（複数回答） 
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鉄道利用を諦めることがあるかという質問では、「通勤

や通学など行き慣れた場所に行く」ことを「よく諦める

／時々諦める」と回答した人が 50.0%と半数に上った。行

き慣れた目的地であっても普段と異なる状況に置かれた

場合は別の交通機関を利用したり、行くのを諦めたりし

ている現状が明らかになった。（fig.5） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
(3) 鉄道利用時におこなっている対策 

鉄道利用時の対策について問うと、「混雑を避ける」

「ストレスを感じる場所を避ける」の他、「ストレスのな

い地域に引っ越す」という回答も見られた。（fig.6） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.3 当事者インタビュー概要 

2024 年 8 月～9 月に、アンケート回答者のうち 6 名に参

加いただき、2 種類の半構造化インタビューを実施した

（tab.1）。インタビュー1 回目では、参加者と普段利用す

る駅に実際に赴き、鉄道利用時の詳細な行動をヒアリン

グした。2 回目では、センサリーマップやカームダウンス

ペースに対する意見や利用意向について伺った。なお、2
回目の結果については第二報で触れる。 

 
 

 
 

 
 
 
 

2.4 インタビュー結果（1 回目、普段の鉄道利用） 
 参加者と実際に駅の中を移動しながらヒアリングし得

られた発話について、①事前の備え、②駅・鉄道利用中

の対処、③不安やストレスを感じた時の対処、④感覚過

敏対策の観点で分類した。（tab.2） 
①事前の備え～②駅・鉄道利用中の対処では、混雑を

避ける目的での行動が多く見られ、混雑が発達障害者の

鉄道利用上の大きな負担となっていることが分かった。

また混雑起因の体調不良を避けるため、普段から移動経

路を限定しルーチン化する工夫をしていた。 
③不安やストレスを感じた時の対処では、鉄道利用時

強いストレスや体調不良、パニックが生じてしまった場

合は、駅の隅でしゃがみ込む、駅の中を歩き回って落ち

着く場所を探す等のカームダウン行動を余儀なくされて

いる状況が明らかになった。 
④感覚過敏対策では、鉄道利用時は普段からノイズキ

ャンセリングイヤホンやサングラス等により強い感覚刺

激から身を守っていることが分かった。これは駅・鉄道

特有の大きな音やアナウンス、駅構内の光刺激が発達障

害者の負担となっていることに起因している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3. まとめ 
 本報では、発達障害を持つ鉄道利用者へのアンケート、

および半構造化インタビューより発達障害者の鉄道利用

実態を把握した。調査の結果、鉄道特有の混雑や情報の

変わりやすさが発達障害者の特に苦手とする「慣れない

状況への対応」「感覚過敏因子」「コミュニケーション」

等の課題をもたらしていた。加えて、駅におけるカーム

ダウン行動の実態や鉄道利用を諦めてしまっている現状

についても明らかとなった。 
【参考文献】 
[1]国土交通省, ユニバーサルデザイン 2020 行動計画」, 2017.2 
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Q. ストレスやパニックになりそうなことが理由で鉄道利用を諦めることがあるか 

fig.5 鉄道利用を諦める頻度 

tab.1 インタビュー参加者の属性 

tab.2 インタビューで得られた鉄道利用実態 

fig.6 鉄道を利用する上での対策 

ヒアリングより得られた鉄道利用時の行動
■時間にゆとりを持つ
・移動がスムーズにいかない可能性があるため、事前に調べた電車よりも数本前の電車に乗るなど
時間にゆとりをもって行動する
・電車が混んでいて乗り降りができないことも想定して計画を立てる
■混雑する時間帯や休日の利用を避ける
・混雑すると混乱したりうまく動けないことがあるため、なるべく混雑時間帯を避けて利用する
・土日休日に混んでいる場所へ出かけない
・混雑する路線を避ける、混雑する駅を利用しなくてよい場所に住む

①事前の備え

■負担の少ない経路を選択する
・混雑を回避するため電車に乗るときはなるべく空いている号車・経路を選択する
・人の流れが速い通路、前からも人が歩いてくるような人流が錯綜した通路は歩けないため避ける
■大勢の人が密集した空間を避ける
・電車の乗降で人が密集した状況を避けるため、人がはけるまで待つ
・人が少ない壁際を通行する、利用者数の少ない端の改札を通る
■階段を使う
・多動症を持つ場合、じっとしていることが苦手なため、エスカレーターより階段を利用する

②駅・鉄道利用中
の対処

■駅の様々な場所でカームダウン行動を行っている
・鉄道利用中に強いストレスや体調不良、パニックが生じてしまった場合は、駅の中で歩きながら
落ち着ける場所を探す。例）ホームの端、人ごみの少ない場所のベンチ、階段の降り口の隅、駅の
トイレ等

③不安やストレスを
感じた時の対処

■音対策：イヤーマフ、イヤホンの着用
・イヤーマフやノイズキャンセリングイヤホンは完全ではないものの、音によるストレスを和らげる効果
があり普段から利用している
■光対策：サングラスの着用
・強い光でまぶしさを感じないように普段からサングラスを着用している
・目が悪いがあえて眼鏡をかけずにわざと視界をぼやけさせ、視覚情報が入らないようにしている
■その他因子への対策
・臭い対策：マスクをつける
・汗対策：リュックを背負うと汗をかきそれが不快でストレスになるため、通勤時は極力荷物を減ら
すよう工夫している
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